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各地区で総会を開く各地区で総会を開く

わが街 わが地区わが街 わが地区

上から、大阪市西部地区・同南部
地区合同の新点数説明会、堺高石
和泉地区の総会・新点数説明会、
北河内の地区総会・新点数説明
会、東大阪八尾柏原地区総会・新
点数説明会　　　　　　　　　　

高
齢
者
の
行
き
場
奪
う
大
改
悪

医
療
・
介
護
法
案

　

あ
ま
り
に
も
横
暴
な
国

会
運
営
で
は
な
い
か
。

　

医
療
・
介
護
総
合
法
案

が
１
日
、
衆
院
本
会
議
で

審
議
入
り
し
た
。
医
療
法

や
介
護
保
険
法
な
ど
性
質

の
異
な
る
改
定
を
強
引
に

一
つ
の
法
案
に
し
、
一
括

審
議
・
採
決
す
る
と
い
う

の
で
あ
る
。

　

同
法
案
は
「
地
域
に
お

け
る
医
療
・
介
護
の
総
合

的
な
確
保
」
と
し
て
高
齢

者
支
援
を
掲
げ
る
が
、
国

民
負
担
増
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
直
結
す
る
メ

ニ
ュ
ー
が
並
ぶ
。政
府
に
と

っ
て
都
合
の
悪
い
法
案
を

多
数
の
改
定
項
目
に
紛
れ

込
ま
せ
、
国
民
の
批
判
を

避
け
る
姑
息
な
手
法
だ
。

　

こ
の
前
代
未

聞
の
一
括
法
案

で
は
、
医
療
提

供
体
制
の
再
編

と
し
て
「
病
床
の
機
能
分

化
」
を
中
心
に
位
置
付
け

て
い
る
。
厚
労
省
は
２
０

２
５
年
ま
で
に
病
院
の
ベ

ッ
ド
数
を
43
万
床
削
減

し
、
平
均
在
院
患
者
数
を

２
割
減
ら
す
計
画
を
掲
げ

て
い
る
。
患
者
の
追
い
出

し
や
入
院
制
限
に
つ
な
が

る
大
問
題
だ
。

　

介
護
で
は
、
▽
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
規
入

所
を
要
介
護
３
〜
５
に
限

定
▽
一
定
所
得
者
（
単
身

・
合
計
所
得
１
６
０
万
円

以
上
）
の
利
用
料
を
２
割

ア
を
「
活
用
」
す
る
と
し

て
い
る
が
、
脆
弱
な
制
度

基
盤
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
や
地
域
間
格
差
の

拡
大
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

病
院
か
ら
追
い
出
さ

れ
、
介
護
保
険
を
制
限
さ

れ
れ
ば
、
行
き
場
を
失
う

に
判
断
す
る
た
め
だ
。
し

か
し
、
政
府
は
医
療
・
介

護
の
連
携
強
化
と
は
直
接

関
係
の
な
い
医
療
事
故
調

査
機
関
の
設
置
や
歯
科
技

工
士
法
改
定
な
ど
の
多
く

の
改
定
案
を
盛
り
込
み
、

論
点
そ
ら
し
に
終
始
し
て

・
給
付
抑
制
を
前
提
と
し

た
改
定
だ
。
予
算
案
を
見

て
も
、
増
収
分
の
５
兆
円

の
大
半
は
法
人
税
減
税
や

公
共
事
業
、
軍
事
費
な
ど

に
消
え
、
社
会
保
障
に
ほ

と
ん
ど
回
っ
て
来
な
い
。

国
民
へ
の
背
信
行
為
で
あ

る
。
政
府
は
今
国
会
で
の

法
案
採
決
を
止
め
、
安
心

の
医
療
・
介
護
の
実
現
へ

抜
本
的
に
財
源
を
投
入
す

べ
き
だ
。

　

協
会
は
、
法
案
の
一
括

審
議
の
撤
回
と
医
療
関
係

者
ら
に
よ
る
議
論
保
障
な

ど
を
求
め
て
会
員
署
名
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
多
く

の
会
員
の
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

高
齢
者
が
続
出
す
る
こ
と

は
目
に
見
え
て
い
る
。

　

通
常
の
法
改
定
で
は
、

国
民
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
す
問
題
は
個
別
に
審
議

す
る
。
論
戦
で
問
題
点
を

浮
き
彫
り
に
し
、
国
民
の

理
解
を
深
め
た
上
で
慎
重

い
る
。
国
会
審
議
を
大
幅

に
カ
ッ
ト
し
、
法
案
採
決

を
強
行
す
る
こ
と
は
到
底

容
認
で
き
な
い
。

　

そ
も
そ
も
消
費
税
増
税

の
目
的
は
「
社
会
保
障
の

充
実
」
だ
っ
た
が
、
法
案

の
大
部
分
は
国
民
負
担
増

負
担
に
引
き
上
げ
―
―
な

ど
の
大
改
悪
を
盛
り
込
ん

だ
。
来
年
４
月
に
は
、
要

支
援
者
向
け
の
通
所
・
訪

問
介
護
事
業
を
介
護
保
険

か
ら
切
り
離
し
、
市
町
村

に
移
管
す
る
。
新
制
度
で

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
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売買物件募集中

ただいま売り物件が非常に不足しております。内装付き歯科医院を
探されている先生方から多数問い合わせがございますので、売却予
定がございましたら是非当社にお任せ頂けるよう御願いします

売却物件募集

売り物件（東大阪市）
2000万円　東大阪市新石切
マンション１F　テナント（分譲）
チェア３台

賃貸（箕面方面）　200万円
賃料200,000円　配管のみ

賃貸（大阪市中央区）
350万円　賃料500,000円
１Ｆ48坪　弁天町駅２分
スケルトン渡し

賃貸（緑橋）　200万円
賃料220,000円　レントゲン
引渡し９月以降

13年度決算・14年度予算を承認
　

３
月
30
日
に
開
い
た
大
阪

市
西
部
地
区
総
会
で
は
、
身

近
で
頼
り
に
な
る
地
区
活
動

を
目
指
し
、
春
・
秋
の
組
織

拡
大
・
共
済
制
度
の
普
及
月

間
で
新
規
入
会
者
を
増
や
す

と
と
も
に
、
署
名
へ
の
協
力

を
呼
び
か
け
る
会
員
訪
問
に

取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
柱
に

し
た
新
年
度
活
動
計
画
と
予

算
、
２
０
１
３
年
度
活
動
の

ま
と
め
と
収
支
報
告
を
確
認

し
た
。

　

13
年
度
は
会
員
対
象
・
ス

タ
ッ
フ
対
象
の
講
習
会
（
計

４
回
）、
西
淀
川
区
で
の
歯

科
健
診
を
実
施
し
た
ほ
か
、

会
員
署
名
の
協
力
が
す
べ
て

の
行
政
区
で
会
員
の
５
割
を

超
え
た
。

　

14
年
度
も
隔
月
開
催
の
地

区
役
員
会
を
軸
に
各
種
企
画

を
進
め
る
。

　

総
会
後
は
大
阪
市
南
部
地

区
と
合
同
で
新
点
数
説
明
会

を
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
ら
65
人
が

参
加
し
た
。

　

大
阪
市
南
部
地
区
は
総
会

を
３
月
30
日
に
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー

ル
で
開
き
、
２
０
１
３
年
度

活
動
の
ま
と
め
、
14
年
度
活

動
方
針
、
決
算
お
よ
び
予
算

を
承
認
し
た
。

　

活
動
の
特
徴
は
、
地
区
役

員
と
事
務
局
が
一
体
と
な
っ

て
会
員
訪
問
を
行
い
「
保
険

で
良
い
歯
科
」
署
名
へ
の
協

力
な
ど
を
呼
び
か
け
た
。
同

署
名
は
協
力
率
で
14
％
と
、

前
回
の
患
者
署
名
と
比
較
す

る
と
３
・
５
ポ
イ
ン
ト
協
力

率
が
の
び
た
。
ま
た
、
市
内

４
地
区
合
同
で
大
阪
市
と
交

渉
し
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
、
学
校
保
健
な
ど
で
、
制

度
の
是
正
と
拡
充
を
求
め

た
。

　

活
動
方
針
で
は
、
①
幅
広

い
テ
ー
マ
で
の
講
習
会
や
文

化
活
動
の
実
施
②
会
員
訪
問

等
を
通
し
て
組
織
の
発
展
に

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

３
月
29
日
に
サ
ン
ス
ク
エ
ア

堺
で
地
区
総
会
・
新
点
数
説

明
会
を
開
き
、
64
人
が
参
加

し
た
。

　

地
区
総
会
で
は
、
２
０
１

つ
と
め
る
③
市
内
他
地
区
と

連
携
し
大
阪
市
に
歯
科
医
療

制
度
の
充
実
な
ど
を
働
き
か

け
る
―
な
ど
を
確
認
し
た
。

終
了
後
は
同
市
西
部
地
区
と

新
点
数
説
明
会
を
開
い
た
。

３
年
度
の
活
動
報
告
と
し

て
、
患
者
負
担
軽
減
・
診
療

報
酬
改
善
を
求
め
る
会
員
署

名
に
６
割
を
超
え
る
会
員
の

協
力
を
得
た
こ
と
を
紹
介
。

昨
秋
の
堺
市
長
選
で
は
「
大

阪
都
構
想
」
に
反
対
す
る
候

補
者
を
推
薦
し
、
全
会
員
訪

問
し
た
こ
と
な
ど
地
区
の
取

り
組
み
が
協
会
の
運
動
を
前

進
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
説
明

　

北
河
内
地
区
は
、
総
会
を

３
月
30
日
に
開
き
、
２
０
１

３
年
度
活
動
報
告
と
決
算
お

よ
び
、
14
年
度
活
動
方
針
と

予
算
が
確
認
さ
れ
た
。

　

活
動
の
柱
は
、
地
区
講
習

会
、
健
診
活
動
、
社
会
保
障

改
善
の
た
め
の
自
治
体
へ
の

働
き
か
け
な
ど
。

　

新
年
度
の
活
動
重
点
と
し

て
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
充
を
目
指
し
、
署

名
に
取
り
組
み
、
自
治
体
へ

働
き
か
け
る
こ
と
な
ど
を
確

認
し
た
。

　

活
動
報
告
で
は
、「
保
険

で
良
い
歯
科
」
署
名
や
「
子

ど
も
医
療
助
成
」
署
名
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
を
報
告
。
実

習
形
式
で
ス
ー
パ
ー
ボ
ン
ド

の
講
習
会
を
開
い
た
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
た
。

　

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地

区
は
12
日
、
東
大
阪
市
民
会

館
で
総
会
と
新
点
数
説
明
会

を
開
き
43
人
が
参
加
し
た
。

　

貴
島
正
彦
副
理
事
長
は
挨

拶
で
、「
保
険
で
良
い
歯

科
」
署
名
を
過
去
最
高
と
な

る
34
万
筆
集
め
、
国
会
に
提

出
し
た
こ
と
を
報
告
。
ま

た
、
休
業
保
障
と
保
険
医
年

金
の
普
及
・
組
織
拡
大
の
た

め
の
協
力
を
訴
え
た
。

　

総
会
で
は
、
２
０
１
３
年

度
活
動
の
ま
と
め
と
14
年
度

方
針
、
決
算
と
予
算
を
承

認
。
活
動
の
ま
と
め
で
は
、

署
名
の
推
進
や
住
民
健
診
４

回
実
施
（
受
診
者
計
３
２
８

人
）
な
ど
を
報
告
し
た
。

　

方
針
で
、
①
地
区
会
員
間

の
交
流
②
他
団
体
と
連
携
を

強
め
地
域
の
医
療
行
政
改
善

③
住
民
健
診
・
健
康
教
室
―

―
な
ど
の
柱
を
確
認
し
た
。

　

新
点
数
説
明
会
で
は
、
矢

部
あ
づ
さ
氏
（
地
区
責
任

者
）
が
情
勢
報
告
し
、
藤
井

佐
都
樹
・
安
積
中
各
氏
（
社

保
研
究
部
講
師
団
）
が
改
定

内
容
と
症
例
を
解
説
し
た
。

　

総
会
後
、
新
点
数
説
明
会

を
開
催
し
、
47
人
が
参
加
し

た
。
講
師
は
、
政
策
部
か
ら

江
原
豊
理
事
、
社
保
研
究
部

か
ら
安
積
中
理
事
、
小
山
賢

一
部
員
が
務
め
、
要
点
と
解

説
を
基
に
改
定
の
ポ
イ
ン
ト

と
症
例
を
分
か
り
や
す
く
解

説
し
た
。

し
た
。

　

新
年
度
も
定
期
的
に
開
催

し
て
い
る
地
区
講
習
会
や
文

化
企
画
な
ど
を
進
め
な
が

ら
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
拡
充
や
自
治
体
意
見
書
採

択
に
力
を
入
れ
る
。

　

役
員
体
制
で
は
欠
員
に
な

っ
て
い
た
評
議
員
に
平
野
権

栄
氏
（
堺
市
）
を
選
出
し

た
。

会
員
署
名
５
割
超
を
達
成

医
療
助
成
拡
充
求
め
要
請

堺
市
長
選
で
全
会
員
訪
問

地
域
で
歯
科
健
診
旺
盛
に

子
ど
も
医
療
拡
充
め
ざ
す

大
阪
市
西
部
地
区

大
阪
市
南
部
地
区

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区

北
河
内
地
区


